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Abstract Species diversity of dead-plant feeding moths in various forest ecosystems in Osaka Prefecture was investigated 
from March to November 2011. The study sites included a beech forest (Site A), an evergreen forest (Site B), a suburban 
forest park (Site C), a university campus (Site D) and an urban park (Site E). For the extraction of the larvae, two methods 
1) hand-sorting, and 2) the Tullgren apparatus, were used. We also collected some flying adults and case-bearing larvae 
on the dead leaves in each site. A total of 27 species belonging to 10 families of dead-leaf feeding moths emerged: 15 
species belonging to 8 families at Site A, 13 species belonging to 7 families at Site B, 10 species belonging to 9 families 
at Site C, 4 species belonging to 4 families at Site D, and 3 species belonging to 2 families at Site E. Dead-plant feeding 
habits were newly confirmed by rearing the larvae of Opogona thiadelpha, Hypsopygia kawabei, Endotricha minialis, 
E. consocia and Bradina angustalis pryeri. The results indicate that further assessments of the characteristics of each 
dead-leaf feeding moth enables us to apply them as an indicator for the assessment of various forest ecosystems. 
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は じ め に 


鱗 贅 上 類 の 幼虫 は 99% 以上 が 植 食 者 で あり , 残り は 菌類 食 
者 , 腐 植 者 や 肉食 者 で ある (Pierce, 1995; Powell et al., 1998). 
幼虫 の 中 に は , 葉 に 潜る も の や , 葉 を 綴っ た り 折 り 曲 げた 
り し て その 中 に いる も の , 幹 や 樹 度 下 に 将志 する も の , Hi 
食 や 寄生 を する も の な ど が いる . 一 方 で , マル ハ キ バ ガ 科 , 


物質 を 食べ る と され て いる ガ 類 の グル ー プ に は , 幼虫 と 成 
虫 の 対応 関係 が 明確 で な いも の や , 実際 に 幼虫 が 何 を 食べ 
て いる か わか っ て いな いも の が ある . 


腐植 食性 ガ 類 は さま ざま な 森林 環境 に 生息 し , 分 解 者 と し 
て 重要 な 人 役割 を 果たし て いる と 考え られ る が , その 研究 は 
充分 と は いえ な い . また , 異な る 森林 環境 に お いて 小峰 類 


ヒゲ ナガ キバ ガ 科 , カ ザ リ バ ガ 科 , ハマ キ ガ 科 , ヤ ガ 科 な 
どの グル ー プ の 中 に は , 生き た 植物 で は な く , 落葉 や 倒木 
を 利用 する 種 も いる (那須 , 2011). 


鱗 贅 類 の 調査 に は , 灯火 採集 法 (ライ トト ラッ プ ) が し ば 
し ば 用 いら れる . そう いっ た 方 法 で 相 調 査 が 行わ れ , 採集 
され た カ 類 の 中 に 腐植 食性 の 種 が 含ま れ て いた と いう 報告 
は ある が (広渡 ら , 2007; 有田 ら , 2009), 腐植 食性 ガ 類 に 
注目 し , 幼虫 を 採集 し て その 食性 を 確認 し た と いう 調査 報 
告 は 少な い (Satio, 2005 RE). その た め , 効 虫 が 腐っ た 植 





群集 の 構造 を 比較 する 際 に , 腐植 食性 ガ 類 が 占め る 割合 に 
注目 され た こと は ある が (広渡 ら , 2007), 都市 公園 な ど で 
は , この よう な 観点 か ら の 調査 は ほとん ど 行 われ て いな 
い . そこ で 本 研究 で は , 大 阪 府 内 の 都市 公園 , 市 街 地 の キ 
ャ ン パ ス , 郊外 の 公園 緑地 , 照葉樹 林 . ブナ 林 な どの 植生 
環境 が 異な る 緑地 に それ ぞ れ どの よう な 腐植 食性 ガ 類 が 生 
息 す る の か を 明らか に する こと を 目的 と し て , 地点 ご と に 
枯葉 を 採取 し て 得 ら れ た 幼虫 を 飼育 し て 羽化 させ , 各 調 査 
地点 の 腐植 食性 ガ 類 の 種 構成 を 比較 し た . 
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図 1. 2011 年 に 腐植 食性 ガ 類 の 多様 性 調査 を 行っ た 大 阪 
HEA $ 地点 . (A: 和泉 葛城 山 B: 犬鳴 山 C: 堺 自然 
ふれ あい の 森 D: 大 阪 府 立 大 学 な か も ず キ ャ ン パ ス 
E: 長居 公園 ) 

Fig. 1. Five study sites where species diversity of dead-plant 
feeding moths was investigated in Osaka Prefecture in 
2011. (A: Mt. Izumi-Katsuragi, B: Inunakisan, C: Sakai- 
fureainomori, D: Nakamozu campus of OPU, E: Nagai 
Park) 

調査 地 と 方 法 

調査 地 


大 阪 府内 の 植生 環境 の 異な る 5 地点 (地点 A: 和泉 葛城 山 , 
地点 B : 犬鳴 山 , 地点 C: 堺 自然 ふれ あい の 森 , 地点 D : 大 
阪 府立 大 学 , 地点 E : 長居 公園 ) を 調査 地 と し て 設定 し ( 図 
1), 各地 点 に お いて ., さら に 植生 の 異な る 3 ヵ所 で 枯葉 等 の 
採集 を 行っ た . 各地 点 の 概要 を 以下 に 述べ る . 


地点 A( 和 泉 葛城 山 ) : 大 阪 府 と 和歌 山県 の 境 に 位置 し , 山 
頂 付 近 の ブナ 林 は 国 の 天然 記念 物 に 指定 され て いる . 調査 
地 は 山頂 付近 (標高 約 850 m) の 広葉 樹林 で , ブナ Fagus 
crenata が 高木 層 の 優 占 種 で あり , 林 床 は ミヤ コザ サ Sasa 
nipponica に 首 わ れ て お り , T» X F Carpinus laxiflora, コ 
ナラ Quercus serrata, リョ ウブ Clethra barvinervis, ソ ヨ ゴ 
Ilex pedunculosa, ネジ キ Lyonia ovalifolia, 4 ヌメ ツケ 1. crenata, 
な ど が 自生 し て いた . また . 山頂 の 東側 に は アカ マツ Pinus 
densiflora も 見 られ た ( 図 2A-C). 
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地点 B (犬鳴 山 ) : 泉佐野 市 南部 に 位置 し , 古く か ら 修 験 山 
と し て 知ら れ て いる . 調査 地 は 標高 約 190 m 付 近 の 嶋 葉 樹 
T, 七宝 瀧 寺 へ の 参道 を 含む . アラ カシ Quercus glauca が 
高木 層 の 優 占 種 で あり , シラ カシ Q. myrsinifolia や ウ バ メガ 
Y Q. phillyraeoides, サカ キ Cleyera japonica, 不 ス ミ モ ナ 
Ligustrum japonicum, ツク バネ ガン Q. sessilifolia, ヤマ ザク 
ラ Prunus jamasakura, コジ イ Castanopsis cuspidata, ヤマ モ 
Æ Myrica rubra, ヒサ カキ Eurya japonica, 7 オキ Aucuba 
japonica な ど が 自生 し て いた ( 図 2D-F). 


地点 C( 堺 自然 ふれ あい の 森 ) : 堺 市 南 区 に 位置 する 17.2a 
の 緑地 公園 で . 長期 間 放 置き れ て いた 田畑 を , 周辺 環境 と 
の 連続 性 を 踏ま を な が ら , 里山 の 自然 環境 の 保護 活用 , 
復元 を 目標 に 整備 され . 2006 年 に 開園 され た ( 堺 市 , 2012; 
堺 自然 ふれ あい の 森 . 2013). 調査 地 は 標高 約 110 m 前 後 の 
散策 路 沿い の 林内 で . コナ ラ や アラ カシ が 高木 層 の 優 占 種 
で あり , ヒサ カキ や ツツジ 類 Rhododendron spp., ヤマ モモ , 
モナ ツツジ Rhododendron macrosepalum, クロ ガ ネ モ ナチ Ilex 
rotunda, クロ バイ Symplocos prunifolia, カナ メモ ナ Photinia 
glabra, コバ ノミ ツバ ソソ ツジ Rhododendron reticulatum な ど 
ASAE + HERE S NTO (A 2G-D. 


地点 D (大 阪 府立 大 学 構内 ) : 堺 市 中 区 に 位置 する 約 47ha 
の 大 学 キ ャ ン パ ス で . 1966 年 に , 旧 大 阪 府立 大 学 農学 部 が 
現在 の 場所 に 移転 し て 以来 , 中 百舌 鳥 キ ャ ン パ ス と し て 使 
用 され て きた (大 阪 府 立 大 学 ハ ー モ ニー 博物 館 , 2011). 調 
査 地点 (標高 約 30 m) に は . ア ラカン シ . 7 A 7 ¥ Cinnamomum 
camphora, クヌギ Q. acutissima, ト ベ ラ Pittosporum tobira, 
ナラ ガ シ ワ Q. aliena, ヤマ モモ , TAH, ヒイラギ Osmanthus 
heterophyllus, 7 オギ VY Firmiana simplex, シ 2 W 
Trachycarpus fortunei 7% © DEZIR S AUT V7 (X 2J-L). 


地点 E( 長 居 公 園 ) : 大 阪 市 東住吉 区 に 位置 する 65.7ha の 都 
市 公園 で . 1944 年 に 開園 し . 戦争 の た め 一 時 閉園 し た が , 戦 
後 競 技 場 や 競 輸 場 と し て 利用 きれ , 1959 年 か ら 本 格 的 な 造 
成 が な され た (長居 公園 . 2008). 園内 に は 戦前 より 区 南 寺 
が あり , 現在 は 園内 に 陸上 競技 場 , 植物 園 , 自然 史 博 物 館 な 
ど が ある . 調査 地 付近 (標高 約 10 m) に は アラ カン や クス ノ 
+, ケヤキ Zelkova serrata, アキ ニレ Ulmus parvifolia, ミカ X 
属 の 一 種 Citrus sp, コジ イ , トウ カエ デ Acer buergerianum, 
アキ ニレ , マテ バシ イ Lithocarpus edulis な ど が 植 栽 され て 
いた ( 図 2M-O). 


調査 方 法 


調査 は , 2011 年 3 月 一 2011 年 11 月 まで , 月 1 回 晴天 の 日 に 
行っ た . 腐植 食性 の ガ 類 を 採集 する た め に 以下 の 3 つの 方 
法 を 用 いた . 主 な 調査 は (1) の 枯葉 の ハン ド ソ ー テ ィング 
に よる も の で , 2) の ツル グレ ン 装 置 に よる 効 虫 の 抽出 と 
(3) の 目視 に よる 成虫 の 採集 は ., その 種 が 生息 する か どう か 
を 確認 する た め の 補 足 調査 と し て 定性 的 に 行っ た . 


(1) 枯葉 の ハン ド ソ ー テ ィング に よる 幼虫 の 採集 


調査 地点 に 生息 する 腐植 食性 ガ 類 を で きる だ け 多 く 採 集 す 
る た め に , 各地 点 に 植生 環境 が 異な る と 考え られ る 3 ヶ所 
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図 2.2011 年 に 腐植 食性 ガ 類 の 
多様 性 調査 を 行っ た 大 阪 府 
の 5 地点 の 植生 環境 . (A-C: 
和泉 葛城 山 D-F: 犬鳴 山 G- 
I: 堺 自然 ふれ あい の 森 L: 
大 阪 府 立 大 学 な か も ず キ ャ 
ン パ ス M-O: 長居 公園) 

Fig. 2. Environments of five study 
sites where species diversity of 
dead-plant feeding moths was 
investigated in Osaka Prefecture 
in 2011. (A-C: Mt. Izumi- 
Katsuragi, D-F: Inunakisan, 
G-I: Sakai-fureainomori, J-L: 
Nakamozu campus of OPU, 
M-O: Nagai Park) 


図 3. 腐植 食性 ガ 類 の 飼育 (A) 
と ツル グレ ン 装 置 に よる が ガ 
類 の 抽出 (B). 

Fig. 3. Rearing larvae in the 
laboratory (A) and extraction 
of the larvae by the Tullgren 
apparatus (B). 
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の 小 調査 地 を 選び , その 中 で さら に 場所 が 重 な ら な いよ う 
に 350 x 50 cm の コ ド ラ ー ト を 和 無 作為 に 3 ヶ所 選ん で , 落葉 
層 お よび 腐植 層 の 枯葉 を 採取 した. すなわち , A-E の 各地 
点 で 1 地点 に つき 合計 9 ヶ所 の コ ド ラ ー ト で 調査 し た こと 
に な る が , 小 調査 地 や コ ド ラ ー ト ご と の 後 小 環境 に つい て 
は 区 別 が 困難 だ っ た た め , 種 構成 等 の 比較 は A-E の 各地 点 
間 で 行っ た . 採取 し た 枯葉 は 4SL 用 の ポリ 袋 に 入れ て 研究 
室 に 持ち 帰り , プラ スチ ッ ク の 容器 (411 X 313 x 208 mm) 
に 移し 替え た . 水分 を 多く 含ん で いる 場合 は 蓋 を 開け て , 
それ 以外 は 蓋 を 軽く 載せ て 幼虫 が 逃げ 出さ な いよ うに 容器 
を 45L 用 ポリ 袋 に 入れ , 袋 の 口 を 軽く 折り 込み その 上 に 容 
are LV 72. その 後 , 原則 30 日 以内 に 採取 し た 枯葉 を 白布 
の 上 に 広げ , 目視 に より 幼虫 を 採集 し た . ハン ド ソ ー テ ィ 
ング に より 採集 し た 幼虫 は , 枯葉 と 水 を 含ま せ た 脱 脂 綿 と 
と も に プラ スチ ッ ク カ ッ プ (200 ml) に 入れ て 飼育 し た ( 図 
3-A). 目視 に より 幼虫 が 枯葉 を 食べ る こと と , 食 痕 と 糞 の 
存在 に よっ て 腐植 食 人 性 で ある こと を 確認 し た . 採集 個体 は 
羽化 後 , 展 次 標本 に し て 種 を 同定 し た . 


(2) ツル グレ ン 装 置 に よる 幼虫 の 抽出 


1 回 目 の 調 査 に お いて , 各地 点 で 採取 し た 落葉 層 お よび 腐 
植 層 の 枯葉 を 直径 30 cm の 園芸 用 の ふる い (5 mm メッ シュ ) 
に か け , 落下 し な か っ た 腐植 層 の 枯葉 を ツル グレ ン 装 置 (60 
W に か けた と ころ , 鱗 麹 上 類 の 幼虫 が 抽出 きれ た 。 そ こ で , 
$ 月 以降 の 調査 に お いて は , A ~E の 各地 点 の 中 で , 抽出 さ 
れ た 幼虫 が も っ と も 多かっ た 地点 の み , 腐植 層 の 枯葉 を 2 
日 間 ツ ル グ レ ン 装 置 に か けた . ZOR, 幼虫 を 生き た まま 
抽出 する た め に , ツル グレ ン 装 置 の 下 に 幼虫 が 潜り 込め る 
よう 水 を 十分 に 含ま せ た テ ィ ッ シュ ペー パー を 折り 畳ん で 
人 れ た プラ スチ ッ ク 容 器 (p12 X 12 cm) x Ewy ( 図 3-B). 
乾燥 を 防ぐ た め , 水分 を 含ま せ た テ ィ ッ シュ ペー パー は 1 
日 毎 に 交換 し た . 採集 し た 幼虫 は , 枯葉 と 水 を 含ま せ た 脱 
脂 綿 と と も に プラ スチ ッ ク カ ッ プ (200 ml) に 入れ て 飼育 
L, 目視 に より 効 虫 が 枯葉 を 食べ る こと , お よび 枯葉 の 食 
痕 と 糞 の 存在 を 確認 で きた も の を 腐植 食性 と みな し た . 採 
集 個体 は 羽化 後 , 展 次 標本 に し て 種 を 同定 し た . 


(3) 目視 に よる 成虫 と 幼虫 の 採集 


各地 点 で 約 10 分 間 , 目視 に より ポー タブ ルケ ー ス を つく 
る 種 の 幼虫 を 採集 し た . 採集 し た 幼虫 は , 上 記 と 同じ 方 法 
で 飼育 し , 羽化 後 , 展 凌 標本 に し て 種 を 同定 し た . また , 各 
地点 で 約 10 分 間 , 捕虫 網 を 用 いて 林 床 の 枯葉 上 に 静止 あ 
る い は 飛翔 する ガ 類 成虫 の 採集 を 行っ た . 採集 し た 成虫 は 
1Sml の スク リュ ー 管 に 入れ て 持ち 帰り , 展 贅 標本 に し て 種 
を 同定 し た . 

解析 方 法 

各地 点 に お ける 腐植 食性 ガ 類 の 特徴 を 明らか に する た め , 
地点 別 の 科 数 種 数 を 集計 し . それ ら に 基づき ., 地点 問 の 種 
構成 の 類似 度 QS を 求め た . 種 多様 度 は , ハン ド ソ ー テ ィ ン 
グ に よる 羽化 個体 を 用 いて Simpson (1949) に よる 多様 度 指 
KOA を 次 式 に より 求め た . 


1- ル =1-) ヵ (7 に 1) / NW-1) 
た だ し , 訪 は 種 ? の 個体 数 ., N は 総 個体 数 


類似 度 0? は , すべ て の 調査 方 法 に より 確認 され た 腐植 食 
性 ガ 類 を 用 いて , Sørensen (1948) に よる 類似 度 Oy を 次 式 に 
より 求め た . また 各地 点 問 の 類似 度 は , 群 平均 法 に よる ク 
ラス ター 分 析 を 用 いて デン ドロ グラ ム を 作成 した. 


OS = 2c / (a+b) 
a, b: 両 地点 の 種 数 
e: その 共通 種 数 


結 果 
ハン ド ソ ー テ ィング に よる 幼虫 採集 


ハン ド ソ ー テ ィング に より 採集 し , 腐植 食性 が 確認 され た 
AFAR A 130 個体 の うち , 羽化 し た の は , 全 地 点 で 10 科 22 
種 67 個体 で あり , 羽化 率 は 51.5% で あっ た . 各地 点 の 羽化 
個体 数 は , 地点 人 で は 7 科 10 種 15 個体 , 地点 B で は 3$ 科 9 
種 18 個体 , 地点 C で は 8 科 9 種 16 個体 , 地点 D で は 4 科 4 
種 10 個体 , 地点 で は 1 科 2 種 8 個体 で あっ た ( 表 1). 種 数 
は 地点 A で も っ と も る 多く, 以下 地点 B, C,D の 順 と な り , 
地点 で も っ と も 少な か っ た . 個体 数 は , 地点 B で も っ と 
も 多く , 以下 地点 C, A D と な り , 地点 選 で も っ と も 少な 
か っ た . 各地 点 の 種 多様 度 (1-4) は , 地点 人 BE で それ ぞ 
れ , 0.95, 0.86, 0.88, 0.64, 0.57 で あり , 地点 A で も っ と る も 
高く , 地点 EE で も っ と も 低かっ た ( 表 1). 


ッ ル グレ ン 装 置 に よる 幼虫 採集 


ッ ル グレ ン 装 置 に より 抽出 し , 飼育 に よっ て 腐植 食性 と 確 
認 さ れ た 幼虫 は , 地点 A で は 7 個体, 地点 B で は 16 個体 , 
地点 で C で は 7 個体 , 地点 D ロ で は 0 個体 , HAE Cid 3 個体 , 
合計 33 個体 で あっ た . な お , 効 虫 の 段階 で は 種 の 同定 は 困 
難 な た め 保 留 し た . その うち , 羽化 し た 腐植 食性 ガ 類 の 個 
体 数 は , 地点 A で 0 個体 , 地点 B で 2 種 3 個体 , 地点 C で 0 
個体 , 地点 D で 0 個体 , 地点 で 1 科 1 種 3 個体 で あり , 合 
計 3 科 3 種 6 個体 , 羽化 率 は 18.2% で あっ た ( 表 2). 


目視 に よる 成虫 と 幼虫 の 採集 


各 調 査 地 点 で 目視 に よっ て 幼虫 や 成虫 を 採集 し た 種 の う 
b, 腐植 食性 が 確認 で きた ガ 類 は , 全 地 点 で 合計 7 科 11 種 
51 個体 で あっ た . 各地 点 で は それ ぞ れ , 地点 A で は 5 科 7 
種 9 個体 , 地点 B で は 3 科 3 種 7 個体 , 地点 C で は 4 科 4 種 
12 個体 , 地点 D で は 1 科 1 種 10 個体 , 地点 で は 2 科 3 種 
13 個体 で あっ た ( 表 3). 種 数 は 地点 A で も っ と も 多く , 以 
下地 点 B, C, E, D の 順 で あっ た . 種 構成 を 比較 する と , オ 
ビ カ ク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Deltoplastis apostatis (X| 5-H) が 
地点 A, B, C の 3 地点 で 共通 し て いた . 各地 点 で の み 採 集 
され た 種 は , 地点 A で は ホソ オビ ヒゲ ナガ Nemophora 
aurifera, クロ エリ メン コガ Opogona nipponica, ミツ ボン キ 
バ ガ Autosticha modicella ( 図 5-J), 地点 B で は クロ モン チビ 
ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma, モト キメ ンコ ガ Opogona 
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表 1. 2011 年 に 大 阪 府 の 5 地点 で ハン ド ソ ー テ ィング 法 に より 採集 し た 幼虫 か ら 羽 化し た 腐植 食性 ガ 類 の 個体 数 .( ) 内 
は 1 コ ド ラ ー ト あたり の 個体 数 . 各 地点 と も 合計 9 コ ド ラ ー ト を 設定 し た . 
Table 1. The number of emerged individuals of dead-plant feeding moths in five areas of Osaka Prefecure in 2011 by hand-sorting 
method. No. in parenthes indicate No. of individuals per one quadrate. A total of nine quadrates were selected for each area. 





























種 名 Species A B C D E 合計 Total 

ヒゲ ナガ ガ 科 Adelidae 

サッ ポロ ヒゲ ナガ Nemophora sapporensis (Matsumura) 2 2 (0:22) 

ウス ベニ ヒゲ ナガ Nemophora staudingerella (Christoph) 1 1 (0.11) 
ヒロ ズ コ ガ 科 Tineidae 

マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ Ippa conspersa (Matsumura) 6 4 10 (1.11) 

モト キメ ンコ ガ Opogona thiadelpha Meyrick 2 1 3 (0.33) 

ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp. 4 4 (0.44) 
ヒゲ ナガ キバ ガ 科 Lecithoceridae 

キ ベ リハ イヒ ゲ ナ ガキ バナ ガ Homaloxestis myeloxesta Meyrick 1 4 2 7 (0.78) 

クロ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Athymoris martialis Meyrick 2 2 4 (0.44) 

オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Deltoplastis apostatis (Meyrick) 2 4 4 10 (1.11) 
ネ マ ル ハ キバ ガ 科 Blastobasidae 

ウス イロ ネ マ ル ハ キバ ガ Neoblastobasis spiniharpella Kuznetzov & Sinev 1 1 2 (0.22) 
ミツ ボ シ キ バ ガ 科 Autostichidae 

ミツ ボ シ キ バ ガ Autosticha modicella (Christoph) 2 2 (0.22) 
カ ザ リ バ ガ 科 Cosmopterigidae 

クロ ギン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ Ressia quercidentella Sinev 2 4 2 8 (0.89) 
メイ ガ 科 Pyralidae 

ウス モン マル バシ マメ イガ Hypsopygia kawabei Yamanaka 1 1 (0.11) 

マエ モン シマ メイ ガ Tegulifera bicoloralis (Leech) 2 2 (0.22) 

キ ベ リト ガリ メイ ガ Endotricha minialis (Fabricius) 1 1 2 (0.22) 

ウス オビ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha consocia (Butler) 1 1 (0.11) 

カバ イロ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha theonalis (Walker) 1 1 (0.11) 
ツ ト ガ 科 Crambidae 

アカ ウス グロ ノメイガ Bradina angustalis pryeri Yamanaka 1 1 2 (0:22) 

オオ ウス グロ ノメイガ Bradina erilitoides Strand 1 1 (0.11) 
ヒト リガ 科 Arctiidae 

スジ ベニ コケ ガ Barsine striata (Bremer & Grey) 1 1 (0.11) 
ヤ ガ 科 Noctuidae 

ソト ウス グロ アツ バ Hydrillodes lentalis Guenée 1 1 (0.11) 

ヒゲ ブ ト クロ アツ バ Nodaria tristis (Butler) 1 1 (0.11) 

ヒメ コブ ヒゲ アツ バ Zanclognatha tarsipennalis (Treitschke) 1 1 (0.11) 

合計 種 数 Total No. of species 10 9 9 4 2 22 
合計 個体 数 Total No. of individuals 15 18 16 10 8 67 
多様 度 指数 1-4 0.95 0.86 0.88 0.64 0.57 
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表 2. 2011 年 に 大 阪 府 の $ 地点 で ツウ ツル グレ ン 装 置 に より 抽出 され た 幼虫 か ら 羽 化し た 腐植 食性 ガ 類 の 個体 数 


Table 2. The number of emerged dead-plant feeding moths in five areas of Osaka Prefecure in 2011 extracted by the Tullgren apparatus. 














種 名 A B C D E 合計 
ヒロ ズ コ ガ 科 Tineidae 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp. 3 3 
ヒゲ ナガ キバ ガ 科 Lecithoceridae 
オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ナガ Deltoplastis apostatis (Meyrick) 2 2 


ネ マ ル ハ キバ ガ 科 Blastobasidae 
ウス イロ ネ マ ル ハ キバ ガ Neoblastobasis spiniharpella Kuznetzov & Sinev 
合計 種 数 Total No. of species 0 2 0 0 1 3 
合計 個体 数 Total No. of individuals 0 3 0 0 3 














表 3. 2011 年 に 大 阪 府 の 5 地点 で 目視 に より 確認 ・ 採 集 し た 腐植 食性 が 類 の 成 虫 な ら び に ケー ス を も っ た 幼虫 個体 数 . 


Table 3. The number of individuals of dead-plant feeding moths, collected by flying adults or case-bearing larvae, in five areas of Osaka 
Prefecure in 2011. 





Lp 
ul 
= 


種 名 A B C D E 








ヒゲ ナガ ガ 科 Adelidae 
ケ ブ カ ヒゲ ナガ Adela praepilosa Hirowatari 1 1 
ホソ オビ ヒゲ ナガ Nemophora aurifera (Butler) 2 
ヒロ ズ コ ガ 科 Tineidae 
マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ Ippa conspersa (Matsumura)* 10 1 11 
クロ モン チビ ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma Meyrick 
モト キメ ンコ ガ Opogona thiadelpha Meyrick 2 
クロ エリ メン コガ Opogona nipponica Stringer 
クロ スジ キ ヒ ロ ズ コ ガ Tineovertex melanochryseus (Meyrick) 2 1 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp.* 11 
ヒゲ ナガ キバ ガ 科 Lecithoceridae 
オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Deltoplastis apostatis (Meyrick) 1 1 9 11 
ミツ ボ シ キ バ ガ 科 Autostichidae 
ミツ ボ シ キ バ ガ Autosticha modicella (Christoph) 1 1 
カ ザ リ バ ガ 科 Cosmopterigidae 
クロ ギン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ Ressia quercidentella Sinev 1 1 2 
ツ ト ガ 科 Crambidae 
アカ ウス グロ ノメイガ Bradina angustalis pryeri Yamanaka 2 1 3 
ヤ ガ 科 Noctuidae 
ソト ウス グロ アツ バ Hydrillodes lentalis Guenée 1 1 
合計 種 数 Total No. of species 7 5 4 1 3 11 
合計 個体 数 Total No. of individuals 9 7 12 10 13 5I 


* ポ ー タ ブル ケー ス を も っ だ た 幼虫 Larva with a portable case 


OQ KF N =e 


— 
— 
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表 4. 2011 年 に 大 阪 府 の $ 地点 で 3 つの 方 法 に より 確認 され た 腐植 食性 ガ 類 .(+ : 確認 , 空欄: 未確認 ) 
Table 4. The occurrence of dead-plant feeding moths in five areas of Osaka Prefecure in 2011 confirmed by three methods. (+: confirmed, 
vacant cell: unconfirmed) 





種 名 A B C D E 








ヒゲ ナガ ガ 科 Adelidae 
ケ ブ カ ヒゲ ナガ Adela praepilosa Hirowatari 
ホソ オビ ヒゲ ナガ Nemophora aurifera (Butler) 
サッ ポロ ヒゲ ナガ Nemophora sapporensis (Matsumura) 
ウス ベニ ヒゲ ナガ Nemophora staudingerella (Christoph) 
ヒロ ズ コ ガ 科 Tineidae 
マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ Ippa conspersa (Matsumura) + + 
クロ モン チビ ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma Meyrick 
モト キメ ンコ が ガ Opogona thiadelpha Meyrick + + + 
クロ エリ メン コガ Opogona nipponica Stringer 
クロ スジ キ ヒ ロ ズ コ ガ Tineovertex melanochryseus (Meyrick) + + 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp. + 
ヒゲ ナガ キバ ガ 科 Lecithoceridae 
キ ベ リハ イヒ ゲ ナ ガキ バ ガ Homaloxestis myeloxesta Meyrick + + + 
クロ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Athymoris martialis Meyrick 
オビ カク バネ ヒビ ヒゲ ナガ キバ ガ Deltoplastis apostatis (Meyrick) + + + 
ネ マ ル ハ キバ ガ 科 Blastobasidae 
ウス イロ ネ マ ル ハ キバ ガ Neoblastobasis spiniharpella Kuznetzov & Sinev + + + 
ミツ ボ シ キ バ ガ 科 Autostichidae 
ミツ ボ シ キ バ ガ Autosticha modicella (Christoph) + 
カ ザ リ バ ガ 科 Cosmopterigidae 
クロ ギン スジ ト ガ リボ ホソ ガ Ressia quercidentella Sinev + + + + 
メイ ガ 科 Pyralidae 
ウス モン マル バシ マメ イガ Hypsopygia kawabei Yamanaka + 
マエ モン シマ メイ ガ Tegulifera bicoloralis (Leech) 
キ ベ リト ガリ メイ ガ Endotricha minialis (Fabricius) + + 
ウス オビ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha consocia (Butler) + 
カバ イロ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha theonalis (Walker) + 
ツ ト ガ 科 Crambidae 
アカ ウス グロ ノメイガ Bradina angustalis pryeri Yamanaka + + 
オオ ウス グロ ノメイガ Bradina erilitoides Strand 
ヒト リガ 科 Arctiidae 
スジ ベニ コケ ガ Barsine striata (Bremer & Grey) + 
ヤ ガ 科 Noctuidae 
ソト ウス グロ アソ ツバ Aydrillodes lentalis Guenée + + 
ヒゲ ブ ト クロ アソ ツバ Nodaria tristis (Butler) + 
ヒメ コブ ヒゲ アツ バ Zanclognatha tarsipennalis (Treitschke) + 
合計 種 数 Total No. of species: 27 15 13 10 4 3 


+ + + + 
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図 4. 腐植 食性 ガ 類 の 各地 点 問 の 類似 度 (の )) に も と づい た 
解析 に よっ て 得 ら れ た デン ドロ グラ ム . 

Fig. 4. A dendrogram resulting from an analyisis of similarity 
index (QS) among each sites of dead-leaf feeding moths. 


thiadelpha ( 図 3-D), 地点 で は ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae 
Gen. sp.( 図 S-E) で あっ た ( 表 3. また , マダ ラマ ル ハ ヒロ 
RAAF Ippa conspersa ( 図 5-C) の 幼虫 が 地点 D と E で 確認 
され た . 本 種 は 樹 友 や 朽ち 木 を 食す る と され て いた が (R 
内 ,1982), アリ の 巣 に 入り 効 虫 を 補 食 する こと が 分 か っ て 
いる (Narukawa et al., 2002). また , 朽ち 木 だ け で は 成長 で 
き な い と され て いる も の の (坂井 , 2011), 腐植 質 を 食べ る 
可能 性 が ある の で 暫定 的 に 本 調査 の 対象 と し た . 


各 調査 地点 の 種 構成 


本 調査 に より 採集 され た 幼虫 は 合計 230 個体 で あり , その 
うち 枯葉 を 食べ る こと , すなわち 腐植 食性 が 確認 で きた 幼 
虫 は 170 個体 で あっ た . 羽化 し た 腐植 食性 ガ 類 は 合計 79 個 
体 で あり , 羽化 率 は 46.5% で あっ た . すべ て の 調査 方 法 に 
より 確認 され た 腐植 食性 ガ 類 は , 全 地 点 で 合計 10 科 27 種 
で あり , 地点 別に みる と , 地点 A で は 8 科 15 種 , 地点 B で 
は 7 科 13 種 , 地点 C で は 9 科 10 種 , 地点 D で は 4 科 4 種 , 
地点 で は 2 科 3 種 で あっ た ( 表 ④. 各地 点 問 の 類似 度 QS 
は , 地点 B, C 間 で 0.61 と も っ と も 高かっ た の に 対し て , 地 
点 D, E と その 他 3 地点 間 で は 0 一 0.14 と 低かっ た ( 表 5, 図 
4). 種 構成 を 比較 する と , クロ ギン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ Ressia 
quercidentella ( 図 5-K) が 地点 A, B, C, D の 4 地点 で , モト 
キメ ンコ ガ , キ ベ リハ イヒ ヒゲナガ キバ ガ Homaloxestis 
myeloxesta ( 図 S-F, オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ が 地点 A, 
B, C の 3 地点 で 共通 し て いた ( 表 4). 各地 点 で の み 採 集 さ 
れ た 種 は , 地点 A で は ホソ オビ ヒゲ ナガ , サッ ポロ ヒゲ ナ 
# Nemophora sapporensis (BA 5-A), ウス ベニ ヒゲ ナガ が A. 
staudingerella ( 図 5-B), クロ エリ メン コガ , ミツ ボ シ キ バ 
ガ , ウス オビ ト ガ リス メイ ガ Endotricha consocia (X 5-0), 7 
スモ ンマ ル バ シ マメ イガ Hypsopygia kawabei ( 図 5-L), HÈ 
点 B で は クロ モン チビ ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma, 


表 5. 大 阪 府 の 5 地点 間 の 腐植 食性 が 類 の 類似 度 QS. 
Table 5. Similality index (QS) of dead-plant feeding moths among 
five areas of Osaka Prefecure. 


A B C D E 











マエ モン シマ メイ ガ Tegulifera bicoloralis (X| 5-M), オオ ウ 
RFU) RA Ñ Bradina erilitoides ( 図 5-Q), 地点 C で は ウ 
スイ ロ ネ マ ル ハ キバ ガ Neoblastobasis spiniharpella ( 図 5D), 
スジ ベニ コケ ガ Barsine striata (XI 5-R), ヒゲ ブ ト クロ アツ 
バ Nodaria tristis ( 図 5-T), 地点 D ロ で は ヒメ コブ ヒゲ アツ バ 
Zanclognatha tarsipennalis ( 図 5-U), 地点 選 で は ヒロ ズ コ が ガ 
科 の 一 種 で あっ た ( 表 6). 


幼虫 の 腐植 食性 が 新た に 確認 され た 種 


本 研究 の 結果 , モト キメ ンコ ガ , キ ベ リト ガリ メイ ガ 
Endotricha minialis (X| 5-N), ウス モン マル バシ マメ イガ , 
ウス オビ ト ガ リ メ イ ガ , アカ ウス グロ ノメイガ Bradina 
angustalis pryeri ( 図 5-P) の 5 種 に つい て 幼虫 の 腐植 食性 が 
新た に 確認 で きた . さら に , ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 に つい て 
も , 枯葉 を 食べ て 成長 する こと を 確認 し た . モト キメ ンコ 
Aid, 地点 A, B, C で 採集 され , 幼虫 は 枯葉 の 間 に 糸 を 張 
り 巡 らし その 中 で 枯葉 を 摂 食 し て いた ( 図 6-B). 本 種 を 含 
む メ ンコ ガ 亜 科 は 一 般 に , 植物 の 残骸 を 摂 食 する と され て 
いる (坂井, 2011). キ ベ リト ガリ メイ ガ は , WAB, CCH 
集 さ れ , 幼虫 は 枯葉 を 糸 で 綴り 合せ , 糞 で 周り を 囲っ て 中 
に 隠れ て いた ( 図 6-. 近 縁 種 に は , 枯れ た 植物 体 を 摂 食 す 
る も の , 乾燥 食品 , 貯蔵 穀類 を 加害 する も の な ど , 生き た 
植物 以外 を 寄主 と する も の が 知ら れ て いる ( 吉 安 , 2011). 
ウス モン マル バシ マメ イガ は , 地点 A で 採集 され , 幼虫 は 
枯葉 を 糸 で 綴り , 糞 と 糸 で 作っ た 部 屋 の 中 に いた . 近 緑 種 
に は , 樹皮 , 枯葉 を 摂 食 する も の , 貯蔵 穀類 , 動植物 の 乾燥 
標本 , ハチ の 巣 を 食べ る も の な ど , 食性 の 範囲 が 広い こと 
が 知ら れ て いる (山中 ・ 吉 安 , 2013). ウス オビ ト ガ リ メ イ 
Wik, 地点 A で 採集 され , 幼虫 は 枯葉 を 折り 曲げ 軽く 糸 で 
綴っ た 中 に 潜み ( 図 6-K), 糞 で 周囲 を 固め ., その 中 で 嘩 化 
し た . 近 縁 種 に は , 枯れ た 植物 体 を 摂 食 する も の , 乾燥 食 
品 , 貯蔵 穀類 を 加害 する も の な ど が 知ら れ て いる (FE, 
2011). 

アカ ウス グロ ノメイガ は , WAB, C で 採集 され , 幼虫 は 枯 
葉 の 間 で 人 糞 を 糸 で 綴っ て 部 屋 を 造っ て その 中 に いた ( 図 6- 
L). 近 縁 種 に は , 植 食性 の も の が 多い が , 腐食 性 や 菌 食性 
の も の も 含ま れ て いる ( 吉 安 , 2011). また , ヒロ ズ コ ガ 科 
の 一 種 は , 地点 EE に ある 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 裏 の ビオ 
トー プ 周 辺 で 採集 きれ , 幼虫 は 砂粒 を 固め た よう な ポー タ 
ブル ケー ス を 作り , 枯葉 の 下 に いた ( 図 6-C. ED AIA 
科 に は , 生葉 を 利用 する も の は 少な く , 朽木 の 樹皮 , 植物 
OPE, キノ コ , WK, 貴 乳 類 の 毛 や 鳥類 の 羽毛 な ど を 
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摂 信 する も の が 知ら れ て いる (WH, 2011). 羽化 し た の は 
いずれ も メス で あり . 今回 は 亜 科 の 決定 も 保 廊 し た . 


羽化 時 期 
5 地点 で 採集 され た 幼虫 の 飼育 に よっ て 確認 され た 腐植 食 








図 5. 2011 年 に 調査 を 行っ た 大 阪 府 の 

5 地点 で 採集 し た 幼虫 か ら 羽 化し た 
腐植 食性 ガ 類 の 成虫. 
A: サッポロ ヒゲ ナカ B: ウス ペニヒ 
ゲ ナ ガ C: マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ 
D: モト キメ ンコ ガ E: ヒロ ズ コ ガ 科 
の 一 種 F: キ ベ バリ ハイ ヒゲ ナガ キバ 
H G: ク ロカ ク バ ネネ ヒゲナガ キバ アガ 
H: オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ I: 
ウス イロ ネ マ ル ハ キバ ガ J: ミツ ボ 
シキ バ ガ K: クロ ギン スジ ト ガ リ ホ 
ツ カ も ウス モン マル バシ マメ イガ 
M: マエ モン シマ メイ ガ N: キ ベ リト 
ガリ メイ ガ O: ウス オビ ト ガ リ メ ヌイ 
が ガ P: アカ ウス グロ ノメイガ QF 
ォ ウ スグ ロ ノ メイ ガ R: ス ジ ベ ニ コ 
ケガ S: ソト ウス グロ アツ バ T: ヒゲ 
プ ト ドク ロア ツバ UU: ビグ ロン ゲゲゲ 
JAIN: 

Fig. 5. Adults of dead-plant feeding moths 
emerged from the larvae collected from 
five sites in Osaka Prefecture in 2011. 
A: Nemophora sapporensis, B: N. 
staudingerella, C: Ippa conspersa, D: 
Opogona thiadelpha, E: Tineidae sp.1, F: 
Homaloxestis myeloxesta, G: Athymoris 
martialis, H: Deltoplastis apostatis, I: 
Neoblastobasis spiniharpella, 

J: Autosticha modicella, K: Ressia 
quercidentella, L: Hypsopygia kawabei, 
M: Tegulifera bicoloralis, N: Endotricha 
minialis, O: E. consocia, P: Bradina 
angustalis, Q: B. erilitoides, R: Barsine 
se striata, S: Hydrillodes lentalis, T: Nodaria 
w tristis, U: Zanclognatha tarsipennalis. 


性 ガ 類 の 羽化 時 期 を 表 7 に 示し た . ヒゲ ナガ キバ ガ 科 で は 
$ 月 か ら 8 月 を 中 心 に 羽化 が 確認 され . 特に オビ カク バネ 
ヒゲ ナガ キバ ガ は 6 月 か ら 12 月 に か け て 長い 時 期 に 羽化 
が 確認 され た . また , ヒゲ ナガ ガ 科 は 4 月 , ヒ ロ ズ コ ガ 科 
は 57 月 に 羽化 時 期 が まとまっ て いた が . メイ ガ 科 の カ 
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表 6. 2011 年 に 大 阪 府 の 5 地点 で 3 つの 方 法 に より 採集 し た 腐植 食性 が ガ 類 の うち , 1 地点 で の み 確 認 さ れ た 種 . (+: 確認 , 


空欄 : 未確認 ) 


Table 6. The occurrence of dead-plant feeding moths which were collected in only one area among five areas of Osaka Prefecure in 
2011 confirmed by three methods. (+: confirmed, vacant cell: unconfirmed) 


種 名 
ホソ オビ ヒゲ ナガ Nemophora aurifera (Butler) 
サッ ポロ ヒゲ ナガ Nemophora sapporensis (Matsumura) 
ウス ベニ ヒゲ ナガ Nemophora staudingerella (Matsumura) 
クロ モン チビ ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma Meyrick 
クロ エリ メン コガ Opogona nipponica Stringer 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp. 
ミツ ボ シ キ バ ガ Autosticha modicella (Christoph) 
ウゥ ウス モン マル バシ マメ イガ Hypsopygia kawabei Yamanaka 
マエ モン シマ メイ ガ Tegulifera bicoloralis (Leech) 
ウス オビ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha consocia (Butler) 
カバ イロ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha theonalis (Walker) 
オオ ウス グロ ノメイガ Bradina erilitoides Strand 
スジ ベニ コケ ガ Barsine striata (Bremer & Grey) 
ヒゲ ブ ト クロ アツ バ Nodaria tristis (Butler) 


ヒメ コブ ヒゲ アツ バ Zanclognatha tarsipennalis (Treitschke) 


B C D E 





+ + +/> 








合計 種 数 Total No. of species 


バイ ロト ガリ メイ ガ Endotricha theonalis や ヤツ ト ガ 科 の アカ 
ウス グロ ノメイガ の よう に 夏 李 以外 の 12 月 や 1 月 に 羽化 
する 個体 も あっ た . 


考 R 
DROMER E ES, な ら び に 羽化 時 期 


今回 の 調査 で , ハ ンド ソー ティ ング に より 130 個体 の ガ 類 
幼虫 の 腐植 食性 が 確認 され , その うち の 67 個体 が 羽化 し 
た (羽化 率 51.5%). 一 方 . ツル グレ ン 装 置 に よっ て 抽出 し 
た が ガ 類 幼 昌 の うち , 腐植 食性 が 確認 きれ た の は 33 個体 で 
その うち 羽化 し た の は 6 個体 だ っ た (羽化 率 18.2%). 幼虫 
採集 に お いて , ツル グレ ン 装 置 を 用 いて 抽出 し た 幼虫 の 羽 
化 率 が 低かっ た の は , 落下 し た 幼虫 が ツル グレ ン 装 置 の 電 
球 の 熱 に よる 乾燥 や 高温 ま ど で 弱っ た 可能 性 が 考え られ 
2. また , ツル グレ ン 装 置 で は , クモ 類 が 他 の 昆虫 類 よ り 
先 に 落下 する と いう 研究 報告 が ある こと や (中 村 , 1988), 
今回 の 装置 で は アリ 類 な どの 捕食 者 も 生き た まま 抽出 され 
る こと か ら , 腐植 食性 ガ が 類 幼虫 は これ ら の 天敵 に 捕食 さ 
れ 個体 数 が 減少 し た 可能 性 も ある . 一 方 , 地点 E で 採集 さ 
れ た ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 は . ツル グレ ン 装 置 で 抽出 され た 
個体 も 数 個体 が 羽化 に 至っ た が , 幼虫 が ポー タブ ルケ ー ス 
中 に 待避 で きた こと で , 乾燥 や 捕食 者 か ら 身 を 守る こと が 
で きた の か も し れ な い . 本 研究 で は ハン ド ソ ー テ ィング に 
よる 幼虫 の 抽出 効率 な ら び に 羽化 率 の 方 が 高かっ た が , ツ 
ル グ レ ン 装 置 は , 乾燥 や 捕食 と いう よう な 問題 点 を 解決 す 


id, 腐植 食性 昆虫 を 生か し て 抽出 する 1 つの 有効 な 方 法 
に な る と 思わ れる . 


腐植 食性 ガ 類 の 羽化 時 期 に つい て は , 今回 確認 し た ヒゲ ナ 
ガ ガ 科 の 種 の よう に 春季 に 出現 する も の を 除け ば , 概ね 5 
月 か ら 9 月 と いう の が 一 般 的 だ っ た . し か し , メイ ガ 科 や 
ツ ト ガ 科 に は 実験 室内 で 12 月 や 1 月 に 羽化 する 個体 も あ 
っ た が , これ ら は 野外 で は 幼虫 で 越冬 する 可能 性 も 高い の 
で , 今後 の 確認 が 必要 で ある . 


各 調 査 地点 の 環境 と 腐植 食性 ガ 類 の 種 構成 


ハン ド ソ ー テ ィング に より 採取 し た ガ 類 の 幼虫 の うち , 腐 
植 食 性 で ある こと が 確認 で きた 種 の 羽化 個体 数 は 全 地 点 で 
10 科 22 種 67 個体 で あっ た . この うち , WAA, B, C で は 
種 数 は 多かっ た が , MILD, E で は 種 数 は 少な く , 個体 数 に 
お いて も 同様 の 傾向 が 見 られ た . また , 種 多様 性 (1-) は 地 
点 A 一 C で は 高く , 地点 D, E で は 低い こと や , 類似 度 QS 
は , HAD, E と その 他 3 地点 間 で 低かっ た こと か ら , 地点 
A 一 C と 地点 D, E で は 腐植 食性 ガ 類 の 種 構成 や 群集 構造 
が 大 きく 異な る こと が 示さ れ た . 


奥田 ら (2011) は , 本 研究 で 調査 を 行っ た の と 同じ 地点 C 
( 堺 自然 ふれ あい の 森 ), D (大 阪 府立 大 学 構内 ), E( 長 居 公 
園 ) に お ける スズ メ バ チ 上 類 の 群集 構造 を 比較 し , 地点 C と 
D の 群集 構造 は 類似 し , 地点 で は 他 の 2 地点 と 大 きく 異 
な る こと を 示し た . この 研究 で は , 里山 的 な 環境 で ある 地 
点 C と 大 学 キ ャ ン パ ス で ある 地点 D ロ の スズ メ バ チ の 群集 構 
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造 の 類似 は , 構内 に 農場 が ある こと や 周辺 に 点 在 す る 古墳 
に よる も の で ある と 考察 され て いる . 一 方 , 本 研究 で は , 
地点 D, E の 腐植 食性 ガ 類 相 は 貧 紅 で あり , その 他 の 3 地点 
と は 種 構成 が 大 きく 異な る こと が 示さ れ た だ た. この よう に , 
昆虫 に よっ て , そこ に 生息 する 群集 の 構造 が 異な る 場合 が 


中 塚 入 美子 ほか 


ある が , 都市 公園 や 大 学 キ ャ ン パ ス で は , と も に 頻繁 に 葛 
定 や 草刈 , 清掃 な どの 管理 が な され , 腐植 層 の 状態 な ど 林 
床 の 環 境 が 異な る こと , 特に 地点 EE は 周囲 に に 連続 する 緑 
地 が な く , 孤立 し た 都市 公園 で や る こと な ど が 腐植 食性 が 
類 が 少な い 要 因 と し て 考え られ る . 


表 7. 2011 年 に 大 阪 府 の 5 地点 で 幼 昌 の 飼育 に より 確認 され た 腐植 食性 ガ 類 の 羽化 時 期 . 


Table 7. The emerged periods of dead-plant feeding moths in five areas of Osaka Prefecure in 2011 confirmed by rearing. 


種 名 Species 


羽化 時 期 Emerged periods 








ヒゲ ナガ ガ 科 Adelidae 
ケ ブ カ ヒゲ ナガ Adela praepilosa Hirowatari 
ホソ オビ ヒゲ ナガ Nemophora aurifera (Butler) 
サッ ポロ ヒゲ ナガ Nemophora sapporensis (Matsumura) 
ウス ベニ ヒゲ ナガ Nemophora staudingerella (Christoph) 
ヒロ ズ コ ガ 科 Tineidae 
マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ ガ Ippa conspersa (Matsumura) 
クロ モン チビ ヒロ ズ コ ガ Crypsithyris crococoma Meyrick 
モト キメ ンコ ガ Opogona thiadelpha Meyrick 
クロ エリ メン コガ Opogona nipponica Stringer 
クロ スジ キ ヒ ロ ズ コ が ガ Tineovertex melanochryseus (Meyrick) 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 Tineidae Gen. sp. 
ヒゲ ナガ キバ ガ 科 Lecithoceridae 
キ ベ リハ イヒ ゲ ナ ガキ バナ ガ Homaloxestis myeloxesta Meyrick 
クロ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Athymoris martialis Meyrick 
オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ Deltoplastis apostatis (Meyrick) 
ネ マ ル ハ キバ ガ 科 Blastobasidae 


ウス イロ ネ マ ル ハ キバ ガ Neoblastobasis spiniharpella Kuznetzov & Sinev 


ミツ ボ シ キ バ ガ 科 Autostichidae 
ミツ ボ シ キ バ ガ Autosticha modicella (Christoph) 
カ ザ リ バ ガ 科 Cosmopterigidae 
クロ キン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ Ressia quercidentella Sinev 
メイ ガ 科 Pyralidae 
ウス モン マル バシ マメ イガ Hypsopygia kawabei Yamanaka 
マエ モン シン マメ イガ Tegulifera bicoloralis (Leech) 
キ ベ リト ガリ メイ ガ Endotricha minialis (Fabricius) 
ウス オビ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha consocia (Butler) 
カバ イロ ト ガ リ メ イ ガ Endotricha theonalis (Walker) 
ツ ト ガ 科 Crambidae 
アカ ウス グロ ノメイガ Bradina angustalis pryeri Yamanaka 
オオ ウス グロ ノメイガ Bradina erilitoides Strand 
ヒト リガ 科 Arctiidae 
スジ ベニ コケ ガ Barsine striata (Bremer & Grey) 
ヤ ガ 科 Noctuidae 
ソト ウス グロ アツ バ Hydrillodes lentalis Guenée 
ヒゲ ブ ト クロ アツ バ Nodaria tristis (Butler) 
ヒメ コブ ヒゲ アツ バ Zanclognatha tarsipennalis (Treitschke) 





4 月 Apr. 
4 月 Apr. 


6 月 Jun. 


5,7 月 May, Jul. 
6 月 Jun. 


7 月 Jul. 

5, 6, 8 月 May, Jun., Aug. 

5,8,9 月 May, Aug., Sep. 

6, 7, 8, 10, 11, 12 月 Jun., Jul., Aug., Oct., Nov., Dec. 
5,6,9 月 May, Jun., Sep. 

5,6 Ħ May, Jun. 

3, 6, 7 月 May, Jun., Jul. 

4 月 Apr 

7 月 Jul. 

8,9 月 Aug., Sep. 


7 H Jul. 
1 月 Jan. 





1, 6 月 Jan., Jun. 
12 月 Dec. 


9 月 Sep. 
7 月 Jul. 


7 月 Jul. 
10 月 Oct. 
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図 6. 2011 年 に 調査 を 行っ た 大 阪 府 の 5 地点 で 得 ら れ た 腐植 食性 ガ 類 の 幼虫 . 
A: マダ ラマ ル ハ ヒロ ズ コ が ガ , B: モト キメ ンコ ガ , C ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 , D: キ ベ リハ イヒ ゲ 
ナガ キバ ガ , Ez: クロ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ , F: オビ カク バネ ヒゲ ナガ キバ ガ G: ミツ ボ シ キ 
INAS HP クロ ギン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ , [I: マエ モン シマ メイ ガ , J: キ ベ リト ガリ メイ ガ , Keo 
ス オ ビ ト ガ リス メイ ガ , LL: アカ ウス グロ ノメイガ . M: オ オウ スグ ロ ノ メイ ガ , N: スジ ベニ コケ 
ガ , O: ソト ウス グロ アツ バ . 
Fig. 6. Larvae of dead-plant feeding moths collected from 5 sites in Osaka Prefecture in 2011. 
A: Ippa conspersa, B: Opogona thiadelpha, C: Tineidae Gen. sp., D: Homaloxestis myeloxesta, E: Athymoris 
martialis, F; Deltoplastis apostatis, G: Autosticha modicella, H: Ressia quercidentella, |: Tegulifera bicoloralis, 


J: Endotricha minialis, K: Endotricha consocia, L: Bradina angustalis pryeri, M: B. erilitoides, N: Barsine 
striata, O: Hydrillodes lentalis. 
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166 中 塚 久 美子 は ほか 


本 研究 で は , 幼虫 の 飼育 に は , 幼虫 を 採取 し た 地点 の 数 種 
の 枯葉 を 数 枚 用 いた が , 幼虫 の 枯葉 に 対す る 選好 性 に つい 
て は 観察 し な か っ た . 落葉 の 栄養 的 価値 は . 生葉 に 比べ る 
と 窒素 や リン な ど に 関し て は 半分 し か な い (金子 , 2007) こ 
と や , 菌類 や 放線 菌 が 繁殖 し や すい た め , これ ら 菌 類 の 増 
殖 と の 関係 で 落葉 を 選択 し て 摂取 し て いる 可能 性 が ある 
(那須 , 2011). 本 研究 で も , いく つか の 種 の 幼虫 に お いて , 
同時 に 与え た 枯葉 の うち , 食 痕 の ある も の と まっ た く な い 
も の が 見 られ た こと か ら , 種 に よっ て 枯葉 に 対す る 選好 性 
に 違い が ある も の と 考え られ る が , 今後 の 調査 研究 が 必要 
で ある . 


黒子 2000) の 調査 , な ら び に 大 阪 府立 大 学 に 所 蔵 さ れ て い 
る 和泉 葛城 山 と 犬鳴 山 の ガ 類 標 本 を 調べ た と ころ , スジ ベ 
ニコ ケガ , ヒゲ ブ ト クロ アツ バ は 地点 A( 和 泉 葛 城山 ) と B 
(ARU) T, ホソ オビ ヒゲ ナガ , クロ エリ メン コガ , ウス 
オォ オビ ト ガ リ メ イ ガ は 地点 B (AML) で 採集 され る な ど , 本 
調査 で は 1 地点 の み で 確認 され た が , 過去 の 調査 で 他 の 地 
点 か ら 採集 され て いる 種 も いた . また, ソト ウス グロ アツ 
バ Hydrillodes lentalis ( 図 S-S) は 地点 B (KIEU), E (長居 公 
園 ) で 確認 され た 他 , 1991 年 に は 大 阪 市 の 中 央 部 に ある 刺 
公園 で も 確認 され て いる (FES, 1993) こと か ら , 都市 公園 
な ど を 含む 多様 な 環境 で 生息 する こと が で きる 種 で ある と 
思わ れる . 


広渡 ら (2007) は , 腐植 食性 の 種 を 含む 小 蜂 上 類 は , 林 床 部 を 
含め た 森林 環境 を 評価 する 指標 と し て の 可能 性 を 示唆 し た 
が , 本 研究 で も 地点 A( 和 泉 葛 城山 ) の ヒゲ ナガ ガ 類 や 地点 
E (長居 公園 ) の ヒロ ズ コ ガ 科 の 一 種 な ど 特定 の 調査 地 で の 
み 確 認 さ れ た 種 や . クロ ギン スジ ト ガ リ ホ ソ ガ , オビ カク 
バネ ヒゲ ナガ キバ ガ の よう ばい 都 市 域 以外 の いく つか の 地点 
で 広範 に 確認 され る 種 , あるいは ソト ウス グロ アツ バ の よ 
うに 都市 域 で も 見 つか る 種 が いる こと が 分 か っ た . COL 
う に , 今後 それ ぞ れ の 種 の 性 質 や 分 布 状況 を より 詳細 に 調 
査 し データ が 蓄積 され れ ば , 腐植 食性 ガ 類 は さま ざま な 緑 
地 環 境 の 自然 度 を 測る 指標 と し て 利用 で きる と 思わ れる . 


本 研究 の 遂行 と 本 論文 の 作成 に あたっ て ご 指導 いい た だ い 
た 大 阪 府立 大 学 の 石井 実 教授 , 平井 規 央 准 教授 に 深く 感謝 
申し 上 げ る . 京都 府立 大 学 の 吉 安 和裕 博士 と 国立 科学 博物 館 
の 神保 宇 画 博士 に は , 一 部 の ガ 類 を 同定 し て いた だ いた . 
また , 大 阪 府 病害 虫 防除 所 の 那須 義 次 博士 , 農業 環境 技術 
研究 所 の 吉松 慎一 博士 に は , 本 研究 に 関し て 貴重 な 助言 を 
いた だ いた . 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 の 松本 更 樹 郎 氏 , 財団 
法人 大 阪 み な どり の トラ スト 協会 の 天満 和久 博士 , 堺 自然 ふ 
れ あ い の 森 の 後藤 清史 氏 に は 調査 で お 世話 に な っ た . 元 箕 
面 公園 昆虫 館 の 斉藤 寿 久 博士 に は , 腐植 食性 の ガ 類 に つい 
て ご 教示 いた だ き , 大 阪 府 立 大 学 の 小林 茂樹 博士 に は , 野 
外 調査 に あたり ご 協力 を いた だ いた . ここ に 記し て 感謝 申 
し 上 げ る . 最後 に , 本 研究 の 遂行 に あたり , ご 協力 いた だ 
いた 大 阪 府立 大 学 昆 虫 学 研究 グル ー プ 他 , 生命 環境 科学 研 
究 科 の 各位 に 感謝 の 意 を 表す る . 
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Summary 


The Lepidoptera includes groups with various feeding habits. The 
larval stages and real feeding habits of some species belonging 
to groups that are believed to feed on dead-plant materials are 
still unknown. In urban parks and even in natural forests, the 
ecology of dead-plant feeding moths has not been studied enough 
by comparing moth assemblages in different forest ecosystems. 


We investigated species diversity of dead-plant feeding moths in 
various forest ecosystems in Osaka Prefecture every month from 
March to November 2011. The study sites included a beech forest 
(Site A), an evergreen forest (Site B), a suburban forest park (Site 
C), a university campus (Site D) and an urban park (Site E). We 
selected three points in each site and set up three quadrates (50x50 
cm), and collected dead leaves. They were carried back to the 
laboratory, and the larvae were extracted by 1) hand-sorting and 
2) the Tullgren apparatus. We also collected some flying adults 
and case-bearing larvae on the dead leaves in each site. For the 
extraction of the larvae, dead leaves were spread on a white cloth, 
and all the visible larvae were collected by hand. Then we sifted 
the dead leaves with a sieve (5 mm mesh), and dead leaves which 
had not fallen were put in the Tullgren apparatus (60 W). At that 
time we put a container (@12x12 cm) with absorbent cotton under 


the apparatus to collect living larvae. The larvae were reared in 
plastic cups (200 ml) with dead leaves and absorbent cotton. We 
checked feeding marks and frass to confirm their dead-leaf feeding 
habit and identified emerged adults. 


As a result, a total of 27 species belonging to 10 families of dead- 
leaf feeding moths emerged: 15 species belonging to 8 families 
at Site A, 13 species belonging to 7 families at Site B, 10 species 
belonging to 9 families at Site C, 4 species belonging to 4 families 
at Site D, and 3 species belonging to 2 families at Site E. Opogona 
thiadelpha, Endotricha minialis, Hypsopygia kawabei, E. consocia 
and Bradina angustalis pryeri were newly confirmed as dead-leaf 
feeders by rearing. The number of dead-leaf feeding species was 
large in Sites A, B and C, but small in Sites D and E. The species 
diversity index (1-4) was high in Sites A-C, but lowest in Site E. 
The index of similarity (QS) was also low between Sites A-C and 
Sites D, E, indicating that the species compositions of dead-leaf 
feeding moths was different between natural or rural and urban 
ecosystems. Ressia quercidentella was observed at all sites except 
Site E, and Homaloxestis myeloxesta, Deltoplastis apostatis and 
Opogona thiadelpha were found at three rural sites (A-C), while 
Hydrillodes lentalis and Ippa conspersa were found in two urban 
sites (D, E). The results indicate that further assessments of the 
characteristics of each dead-leaf feeding moth may enable us to 
apply them as an indicator for the assessment of various forest 
ecosystems. 
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